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はじめに

このドキュメントでは、Oracle GoldenGate Monitorのインストールおよび構成の方法について説明します。


対象読者

このドキュメントは、Oracle GoldenGate Monitorサーバーをインストールするシステム管理者またはアプリケーション開発者を対象としています。Web技術に精通しており、WindowsおよびUNIXプラットフォームに関する全般的な理解があることを前提としています。





ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWeb サイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポートを購入したOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害のあるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。





関連ドキュメント

詳細は、Oracle GoldenGate Monitorドキュメント・セットの次のドキュメントを参照してください。

	
Oracle GoldenGate Monitorの管理


	
Oracle GoldenGate Monitorコンソール・オンライン・ヘルプ


	
Oracle GoldenGate Monitorサーバー12.1.3へのアップグレード


	
Oracle GoldenGate Monitor Agentのインストールおよび構成


	
Oracle GoldenGate Monitorリリース・ノート








表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















1 概要


この章では、Oracle GoldenGate Monitorのインストールおよび構成の手順の概要を示します。次の項で構成されます。

	
1.1項「プラットフォームのサポート」


	
1.2項「Oracle GoldenGate Monitorについて」


	
1.3項「Oracle GoldenGate Monitorのアーキテクチャ」


	
1.4項「インストールおよび構成のロードマップ」


	
1.5項「Oracle GoldenGate MonitorとOracle以外のデータベースの組合せ」






1.1 プラットフォームのサポート

Oracle GoldenGate Monitor 12c (12.1.3)の現在のプラットフォームのサポート情報を確認するには、次のようにします。

	
次の場所のOracleサポートにログインします。

http://support.oracle.com

「Certifications」タブをクリックします。

[image: cert_tab.gifの説明が続きます]



「Certifications」ページが表示されます。


	
「Search」タブを開き、「Product」フィールドに「GoldenGate」と入力し、製品リストを開きます。


	
「Product」リストで「Oracle GoldenGate (OGG, FMW, Oracle GoldenGate Suite)」を選択します。


	
「Release」編集ボックスをクリックし、リリース・リストを開いて「12.1.3.0.0」を選択します。


	
「Search」をクリックします。

選択した製品およびリリースの「Search Results」ページが開き、選択したOracle GoldenGateのバージョンで動作保証されているオペレーティング・システム、データベース、アプリケーション、ブラウザおよびクライアントが表示されます。「Number of Releases/Versions」列のテキストをクリックすると、各プラットフォームの詳細を表示できます。









1.2 Oracle GoldenGate Monitorについて

Oracle GoldenGate Monitorは、Oracle GoldenGateレプリケーション・ソリューションのWebベースのリアルタイム・モニタリング・コンソールです。Oracle GoldenGate Monitorは、エンタープライズ内のすべてのOracle GoldenGateインスタンスとこれに関連付けられているデータベースが一目でわかるグラフィカルなビューを提供します。統計、ターゲットを設定したビューおよびアラートを即座に表示でき、Oracle GoldenGate構成のすべてのオブジェクトのパフォーマンスをモニターしたり、ラグや異常終了したプロセスなどの問題が発生した際にただちに検出できます。Oracle GoldenGate Monitorは、専用のコンソール・ワークスペースや電子メール、SNMPおよびCLIクライアントにアラート・メッセージを送信できます。






1.3 Oracle GoldenGate Monitorのアーキテクチャ

Oracle GoldenGate Monitorでは、ブラウザベースのグラフィカル・ユーザー・インタフェースを使用してOracle GoldenGateインスタンスをリモートでモニターします。ダイアグラムに示したコンポーネントが含まれます。

[image: mon_architecture.pngの説明が続きます]




1.3.1 Oracle GoldenGate

Oracle GoldenGate Monitorサーバーは、Java Management Extensions (JMX)を使用して1つ以上のOracle GoldenGateインスタンスと通信します。各Oracle GoldenGateインスタンスのManagerプロセスは、インスタンスに関する情報をOracle GoldenGate Monitorサーバーに提供するOracle GoldenGateエージェントと関連付けられています。





1.3.2 Oracle GoldenGateエージェント

Oracle GoldenGateエージェントは、各Oracle GoldenGateインスタンスとともにインストールされます。インスタンスに関する情報を収集し、Oracle GoldenGate Monitorサーバーに送信します。Oracle GoldenGateエージェントは、Oracle GoldenGate Monitorとは別にインストールされます。インストールと構成の手順については、『Oracle® GoldenGate Oracle GoldenGate Monitor Agentのインストールおよび構成』を参照してください。





1.3.3 Oracle GoldenGate Monitorサーバー

Oracle GoldenGate Monitorサーバーは、複数のOracle GoldenGateインスタンスのモニタリングを調整します。Oracle GoldenGate Monitorサーバーは、次のようなJavaアプリケーションです。

	
Oracle GoldenGateエージェントからの情報を処理してWebブラウザに送る


	
ユーザー、履歴、情報の表示およびイベントによってトリガーされる通知を管理する








1.3.4 Oracle GoldenGate Monitorリポジトリ

Oracle GoldenGate Monitorサーバーは、中央リポジトリとしてデータベースを使用し、ユーザーおよびグループに関する情報、プロセス・ステータス・イベントおよびその他の情報を格納します。








1.4 インストールおよび構成のロードマップ

Oracle GoldenGate Monitorサーバーのインストールおよび構成は、次の手順で構成されます。

	
第2章「インストールの準備」に記載された前提条件を満たします。


	
Oracle Universal Installer (OUI)を実行してOracle GoldenGate Monitorサーバーをインストールします。手順については、3.1項「Oracle GoldenGate Monitorのインストール」を参照してください。


	
リポジトリ構成ユーティリティ(RCU)を実行してOracle GoldenGate Monitor専用のリポジトリを作成します。手順については、3.2項「リポジトリの作成」を参照してください。


	
構成ウィザードを実行してOracleデータベースに対するOracle WebLogic Serverドメインを作成します。手順については、4.1項「Oracleデータベース用のOracle GoldenGate Monitorサーバーの構成」を参照してください。

Oracle以外のデータベースを使用する場合、4.2項「Oracle以外のデータベース用のOracle GoldenGate Monitorサーバーの構成」の追加手順に従います。1.5項「Oracle GoldenGate MonitorとOracle以外のデータベースの組合せ」も参照してください。


	
手動構成手順を実行してドメインの作成を完了させます。手順については、4.3項「Monitorサーバーの構成の完了」を参照してください。


	
Oracle GoldenGate Monitorサーバーを起動します。手順は、4.4項「Oracle GoldenGate Monitorサーバーの起動」を参照してください。


	
第5章「WebLogic管理コンソールからのユーザーの管理」で説明されているように、Oracle WebLogic Server管理コンソールからユーザーを追加/更新します。









1.5 Oracle GoldenGate MonitorとOracle以外のデータベースの組合せ

2.3項「データベース・ソフトウェアのインストール」で指定されているOracleデータベースに加えて、Oracle GoldenGate Monitorサーバー12c (12.1.3)ではMySQLおよびMicrosoft SQL Serverで提供されるデータベースもサポートされます。これらのOracle以外のデータベースではOracle Platform Security Service (OPSS)がサポートされないため、その構成にはOracleデータベースの場合とは異なる手順がいくつか必要です。これらのOracle以外のデータベースをインストールする場合、これらの追加手順を把握する必要があります。詳細は、4.2項「Oracle以外のデータベース用のOracle GoldenGate Monitorサーバーの構成」を参照してください。












2 インストールの準備


この章では、Oracle GoldenGate Monitorを正常にインストールおよび構成する前に満たす必要のある前提条件について説明します。次の項で構成されます。

	
2.1項「ターゲット・マシンでのJDK 1.7のインストール」


	
2.2項「WebLogic Server 12c (12.1.3)のインストール」


	
2.3項「データベース・ソフトウェアのインストール」


	
2.4項「次の手順: Oracle GoldenGate Monitorのインストール」







	
注意:

この章で指定されている基準をマシン構成がすでに満たしている場合、第3章「Oracle GoldenGate Monitorのインストール」に進みます。









2.1 ターゲット・マシンでのJDK 1.7のインストール

ターゲット・マシンは、Oracle GoldenGate Monitorインスタンスを実行するコンピュータです。このマシンにJDK 7.1をインストールし、JDK 1.7のパスでJAVA_HOMEおよびPATH環境変数を設定します。

JDK 1.7のインストールの詳細は、次の場所にあるJDK 7およびJRE 7のインストール・ガイドを参照してください。

http://docs.oracle.com/javase/7/docs/webnotes/install/index.html






2.2 WebLogic Server 12c (12.1.3)のインストール

動作保証されているJDK (JDK 1.7.0_15以上)のインストール後、Oracle Fusion Middleware 12c (12.1.3) Infrastructureインストーラを使用してOracle WebLogic ServerおよびOracle Java Required Files (JRF) Infrastructureサービスをインストールします。インストーラfmw_WLS_version_infrastructure.jar(ここで、WLS_versionは、12.1.3.0.0などのサポートされているWebLogic Serverのバージョンを表す)をダウンロードします。次の場所から入手できます。

http://www.oracle.com/technetwork/developer-tools/adf/downloads/index.html

または、次の場所のOracle Software Delivery Cloudから入手します。

https://edelivery.oracle.com/

Oracle Fusion Middleware Infrastructureインストーラの入手の詳細は、Oracle Fusion Middleware Infrastructureのインストールおよび構成のOracle Fusion Middleware Infrastructureディストリビューションの理解と入手に関する項を参照してください。

Oracle WebLogic ServerおよびJRFのインストールの詳細は、Oracle Fusion Middleware Infrastructureのインストールおよび構成のOracle Fusion Middleware Infrastructureソフトウェアのインストールに関する項を参照してください。






2.3 データベース・ソフトウェアのインストール

Oracle GoldenGate Monitorでは、次のデータベースがサポートされます。


	データベース	バージョン	ドキュメント
	Oracle	11gR2、12c	http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.html#database
	MySQL	5.5	http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.html#database
	SQL Server	2008, 2012	2008: http://www.microsoft.com/en-us/download/details.aspx?id=30437
2012: http://msdn.microsoft.com/en-us/library/cc281837%28v=sql.110%29.aspx








MySQLおよびMicrosoft SQL Serverデータベースでは、Oracle Platform Security Service (OPSS)がサポートされないため、その構成にはOracleデータベースの場合とは異なる手順が必要です。Oracle以外のこれらのデータベースのいずれかをインストールしている場合は、これらの追加の手順を理解する必要があります(4.2l項「Oracle以外のデータベース用のOracle GoldenGate Monitorサーバーの構成」を参照)。


2.3.1 データベースでのnls_length_semanticsパラメータの設定

Oracle Fusion Middlewareでは、バイト・モード・データベースのスキーマのみをサポートします。スキーマが存在するデータベース上のnls_length_semantics初期化パラメータは、BYTEに設定する必要があり、このパラメータをCHARに設定することはサポートされていません。

SQL*Plusを使用してこのパラメータの値を確認するには、showパラメータ・コマンドを使用できます。


prompt> sqlplus "sys/password as sysdba"SQL> show parameters nls_length_semantics


パスワードをSYSユーザーの実際のパスワードで置き換えます。

または、V$PARAMETERビューを問い合せて値を確認できます。


prompt> sqlplus "sys/password as sysdba"SQL> select name,value from v$parameter;








2.4 次の手順: Oracle GoldenGate Monitorのインストール

前提条件を満たしたら、Oracle GoldenGate Monitorをインストールします。手順については、3項「Oracle GoldenGate Monitorのインストール」を参照してください。












3 Oracle GoldenGate Monitorのインストール


この章には、ご使用のコンピュータでのOracle GoldenGate Monitorのインストールに必要な手順が含まれています。リポジトリ構成ユーティリティ(RCU)を使用したOracle GoldenGate Monitor実装用リポジトリの作成の詳細も含まれています。この章は、次の項で構成されます。

	
3.1項「Oracle GoldenGate Monitorのインストール」


	
3.2項「リポジトリの作成」






3.1 Oracle GoldenGate Monitorのインストール

Oracle GoldenGate MonitorはOracle Universal Installer (OUI)を使用してインストールします。OUIは、この製品および他のOracle製品のインストールに使用される7ステップの画面主導のツールです。この項では、OUIの起動およびナビゲート方法について説明します。Oracle GoldenGate Monitorをインストールするには、次の作業が必要です。

	
インストーラの入手


	
インストール・プログラムの起動


	
製品のインストール







	
注意:

OUIの詳細は、Oracle Universal Installerを使用したインストールを参照してください。









3.1.1 インストーラの入手

すべてのOracle GoldenGateコンポーネント用のOUIは、Oracle Software Delivery Cloud、MyOracle SupportまたはOracle Technology Networkから入手可能な製品ディストリビューションから利用できます。詳細は、リリース・チームにお問い合せください。






3.1.2 インストール・プログラムの起動

インストール・プログラムを起動するには、次の手順を実行します。

	
ターゲット・システムにログインします。


	
インストール・プログラムをダウンロードしたディレクトリに移動します。


	
次の表に示すように、システムのJDKディレクトリからjava -jarを起動し、インストール・プログラムを起動します。





	O/S	使用するコマンド
	UNIX	

$ java -jar -Xmx1024m /path/to/jar/file/fmw_12.1.3.0.0_ogg.jar


	Windows	

C:\ java -jar -Xmx1024m  fmw_12.1.3.0.0_ogg.jar








インストール・プログラムが表示されたら、インストールを開始できます。各インストール・プログラムの画面の詳細は、3.1.3項「製品のインストール」を参照してください。






3.1.3 製品のインストール

製品をインストールするには、次の表に説明されている必要な情報を指定して、インストーラ画面を進みます。この表には、表示される順に画面をリストし、必要なフィールドを完成させるための手順を示します。画面の詳細が必要な場合、左側の列でその名前をクリックします。


	画面	説明	インストール・アクション
	Welcome
	この画面は、製品インストーラの概要を示します。	「Next」をクリックします。
	Installation Location
	この画面では、Oracleホーム・ディレクトリの場所を指定します。	
	Oracleホームの場所(WebLogic ServerおよびJRFをインストールしたパス)を入力するか、参照して選択します。
	
「View」をクリックして、選択したOracleホームにインストールされている製品を表示します。


	
「Next」をクリックします。





	Installation Type
	この画面では、実行するインストールのタイプ(つまり、インストールされる製品と機能)を指定します。	
	「Oracle Golden Gate Monitor Server」を選択します。
	
「Next」をクリックします。





	Prerequisite Checks
	この画面では、ホスト・コンピュータが分析され、オペレーティング・システムの特定の前提条件が満たされていることが確認されます。	「Next」をクリックします。
	Installation Summary
	この画面には、インストール対象として選択した機能セットのリストが、インストールの完了後に機能セットによって使用されるおおよそのディスク領域の量とともに表示されます。
注意: 個々のコンポーネントのおおよそのインストール・サイズを表示するには、その名前をクリックします。

	「Install」をクリックします。
	Installation Progress
	この画面には、インストールの進行状況が表示されます。進行状況バーが100%に達したら、インストールは完了です。一部のシステムでは、ライブラリの生成プロセスが全インストール時間の70%を占める場合があることに注意してください。	インストールの進行状況が100%になったら、「Next」をクリックします。
	Installation Complete
	この画面は、インストールの最後に表示され、インストールされた製品および機能のサマリーが表示されます。「Finish」をクリックし、インストーラを閉じます。	「Finish」をクリックします。












3.2 リポジトリの作成




	
注意:

この手順では、Oracleデータベース用のリポジトリの作成方法についてのみ説明します。Oracle以外のデータベース(MySQLおよびSQL Server)に対するリポジトリを作成する場合、4.2項「Oracle以外のデータベース用のOracle GoldenGate Monitorサーバーの構成」を参照してください。







次に、リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を使用してOracle GoldenGate Monitor専用のリポジトリを作成します。




	
注意:

RCUを使用したリポジトリの作成の詳細は、Oracle Fusion Middlewareリポジトリ作成ユーティリティを使用したスキーマの作成を参照してください。








3.2.1 始める前に

Oracleデータベース用のリポジトリを作成する前に、次の点に注意してください。

	
デフォルトの文字セットはRCUでサポートされていないため、文字セットはAL32UTF8である必要があります。


	
RCUでは、プラガブル・データベースのみサポートされます。コンテナ・データベースはサポートされません。これは、デフォルトではコンテナ・データベースはOracle 12c (12.1.3)で有効になるためです。








3.2.2 リポジトリの作成

リポジトリを作成するには、次の手順を使用します。

	
次のようにしてRCUを起動します。

	
ディレクトリをORACLE_HOME/oracle_common/bin/ (WindowsではORACLE_HOME\oracle_common\bin\)に変更します。


	
次のように入力してRCUを起動します。

Linuxの場合:


$ ./rcu


Windowsの場合:


C:/path/to/bin>rcu.bat




RCUの「Welcome」画面が表示されます。


	
次の表に説明されている必要な情報を指定して、RCUの画面を進みます。各画面に関する追加の一般的な情報が必要な場合、「画面」列の画面名をクリックします。


	画面	リポジトリ作成アクション
	Welcome
	「Next」をクリックします。
	Create Repository
	
	「Create Repository」および「System Load and Product Load」が選択されていることを確認します。
	
「Next」をクリックします。





	Database Connection Details
	
	「Database Connection Details」に適切な情報を入力します。
	
「Next」をクリックします。

確認ウィンドウが開いたら、グローバルな前提条件が実装されていることを確認します。


	
「OK」をクリックします。





	Select Components
	
	まだ選択されていない場合、「Create new prefix」を選択し、スキーマがOracle GoldenGate Monitorサーバーに対して作成されたことを識別するための接頭辞(DEV1など)を編集ボックスに入力します。このスキーマの接頭辞には、Oracle WebLogic Serverドメインの構成時に使用する_STBが自動的に付加されます。
	
次のコンポーネントを選択します。

	
AS Common Schemas


	
Metadata Services


	
Audit Services


	
Audit Services Append


	
Audit Services Viewer


	
Oracle Platform Security Services


	
User Messaging Services


	
WebLogic Services


	
Call COntrol


	
Oracle GoldenGate


	
Monitor Server




注意: 前述のコンポーネント・リストは、Oracleデータベース用です。Oracle以外のデータベースに対して選択されるコンポーネントは異なります。詳細は、4.2項「Oracle以外のデータベース用のOracle GoldenGate Monitorサーバーの構成」を参照してください。


	
「Next」をクリックします。

確認ウィンドウが開いたら、前提条件が実装されていることを確認します。


	
「OK」をクリックします。





	Schema Passwords
	
	「Use same password for all schemas」が選択されていることを確認します。
	
新規パスワードを入力および確認します。


	
「Next」をクリックします。





	Map Tablespaces
	
	「Next」をクリックします。
確認ウィンドウが開き、まだ存在しない表領域が作成されることが示されます。


	
「OK」をクリックして新規表領域を作成するか、「Cancel」をクリックしてウィザードに戻ります(この手順では「OK」をクリックしたものとします)。

確認ウィンドウが開き、表領域の作成の進行状況が追跡されます。


	
「OK」をクリックします。





	Summary
	リポジトリ作成のサマリーを確認し、「Create」をクリックします。
	Completion Summary
	「Close」をクリックします。これで、リポジトリの作成プロセスは終了です。














3.3 次の手順: ドメインの構成

Oracle GoldenGate Monitorサーバーをインストールし、リポジトリを作成したら、使用するデータベース・タイプに対するドメインを作成する必要があります。手順については、第4章「Monitorサーバーの構成および起動」を参照してください。












4 Monitorサーバーの構成および起動


この章では、構成ウィザードを使用して、OracleデータベースおよびOracle以外のデータベース(このバージョンでは、Oracle以外のデータベースとはMySQLおよびSQL Serverのこと)に対するWebLogicドメインを作成する手順について説明します。これらのドメインの作成後にサーバーを起動するための手順も含まれています。

この章は次の項で構成されます。

	
4.1項「Oracleデータベース用のOracle GoldenGate Monitorサーバーの構成」


	
4.2項「Oracle以外のデータベース用のOracle GoldenGate Monitorサーバーの構成」


	
4.3項「Monitorサーバーの構成の完了」


	
4.4項「Oracle GoldenGate Monitorサーバーの起動」






4.1 Oracleデータベース用のOracle GoldenGate Monitorサーバーの構成

この項では、Oracleデータベースを使用する場合のWebLogicドメインの設定に必要な手順を示します。MySQLまたはSQL Serverデータベースを実行する場合、4.2項「Oracle以外のデータベース用のOracle GoldenGate Monitorサーバーの構成」を参照してください。


4.1.1 構成ウィザード

構成ウィザードを使用してドメインを作成します。このツールでは、ドメインに含める製品コンポーネントを選択するか、テンプレートJARファイルを選択してWebLogicドメインを作成するプロセスがガイドされます。必要に応じて、管理対象サーバー、クラスタおよびマシン定義を追加および構成したり、事前定義のJDBCデータソースおよびJMSファイル・ストア・ディレクトリをカスタマイズすることで、ドメインを環境に合せてカスタマイズすることもできます。この章の手順では、最も単純な構成のシナリオについてガイドします。構成ウィザードの他の機能の詳細は、構成ウィザードを使用したWebLogicドメインの作成を参照してください。





4.1.2 構成ウィザードの起動

WebLogic Serverが適切にインストールされている(2.2項「WebLogic Server 12c (12.1.3)のインストール」を参照)ものとすると、次のようにして構成ウィザードを起動します。

Linuxの場合:


$ ORACLE_HOME/wlserver/common/bin/config.sh


Windowsの場合:


C:\ORACLE_HOME\wlserver\common\bin>config.cmd


構成ウィザードが起動し、「Configuration Type」画面が表示されます。





4.1.3 ドメインの作成

ドメインを作成するには、次の表に説明されている必要な情報を指定して、構成ウィザードの画面を進みます。各画面に関する追加の一般的な情報が必要な場合、「画面」列の画面名をクリックします。


	画面	構成アクション
	Configuration Type
	「Create a new domain」が選択されていることを確認し、次のようにします。
	
「Domain location」に、次のようなORACLE_HOME外の絶対パスを入力します。


/scratch/my_user/oggmon1213_domain


	
「Next」をクリックします。





	Templates
	
	「Oracle GoldenGate Monitor Server Domain-12.1.3 (oggmon)」を選択します。
	
「Next」をクリックします。





	Administrative Account
	
	名前とパスワードを入力します(パスワードを確認します)。これは、WebLogic Serverコンソールのログイン資格証明です。
	
「Next」をクリックします。





	ドメイン・モードとJDK
	
	「Domain Mode」で「Production」を選択します。
	
「JDK」で、優先JDKを選択します。次に例を示します。


Oracle HotSpot 1.7.0_45/ade_autofs/gd29_3rdparty/nfsdo_generic/JDL7/MAIN/LINUX.X64/


	
「Next」をクリックします。





	Database Configuration Type
	
	「RCU Data」ラジオ・ボタンが選択されていることを確認します。
	
データベース接続情報を入力します。


	
になる、スキーマの所有者(リポジトリの作成時に指定し、_STBが付加された接頭辞(例: DEV_STB))を入力します。


	
パスワードを入力します。


	
「Get RCU Configuration」をクリックします。


	
「Next」をクリックします。





	JDBC Component Schema
	スキーマ情報を確認し、「Next」をクリックします。
	JDBC Component Schema Test
	スキーマ情報を確認し、「Next」をクリックします。
	Credentials
	
	キー名ごとにユーザー名およびパスワードを入力します。
	
「Next」をクリックします。





	Advanced Configuration
	
	「Administrative Server」および 「Managed Servers, Clusters and Coherence」を選択します。
	
「Next」をクリックします。





	Administration Server
	デフォルトでは、サーバー名はAdminServer、ポート番号は7001ですが、いつでもデフォルト値を変更できます。たとえば、サーバー名をAdminServerからOGGMONAdminServerに変更できます。
ポート7001がすでに使用されている場合、使用されていないポート番号に置き換えます。必要に応じた選択をし、「Next」をクリックします。


	Managed Servers
	管理対象サーバー名にはすでにデフォルトのMONITORSERVER_server1が移入され、ポート番号には7003が移入されています。必要に応じて、これらの値を変更できます。また、ポート7003がすでに使用されている場合、使用されていないポート番号に置き換えます。
デフォルトを受け入れるか、データを更新し、「Next」をクリックします。


	Clusters
	「Next」をクリックします。
	Coherence Clusters
	「Next」をクリックします。
	Machines
	「Next」をクリックします。
	Configuration Summary
	構成の詳細を確認し、「Create」をクリックします。
	Configuration Progress
	構成の作成が完了したら、 「Next」をクリックします。
	Configuration Success
	
	MonitorServer管理の管理サーバーURLを書き留めます。
	
「Finish」をクリックします。











これで、Oracleデータベースを使用するMonitor製品に対してWebLogic Serverドメインが構成されました。




	
注意:

これで、Oracleデータベース用のOracle GoldenGate Monitorサーバーの構成の最初の手順は完了です。次の項には、Oracle以外のデータベース(MySQLまたはMicrosoft SQL Server)のみに関係する手順が含まれています。これらのデータベースのいずれかも構成する場合以外、この項を飛ばして4.3項「Monitorサーバーの構成の完了」に進むことができます。














4.2 Oracle以外のデータベース用のOracle GoldenGate Monitorサーバーの構成

Oracle GoldenGate Monitorでは、Oracleデータベースに加えてMySQLおよびMicrosoft SQL Serverで提供されるデータベースもサポートされます。4.1項「Oracleデータベース用のOracle GoldenGate Monitorサーバーの構成」で説明されている構成手順は、そのデータベース・プロバイダにのみ適用されます。Oracle以外のデータベースの場合、同じツールを使用しますが、若干異なる手順に従う必要があります。この手順については、次の項で説明します。

	
4.2.1項「MySQLに対するドメインの構成」


	
4.2.2項「Microsoft SQL Serverに対するドメインの構成」






4.2.1 MySQLに対するドメインの構成

MySQLに対するドメインの構成は、次の2段階のプロセスです。

	
MySQLリポジトリの作成


	
コンパクトWebLogic Serverドメインの作成





4.2.1.1 始める前に

MySQLに対するドメインを構成する前に、次の値を設定する必要があります。


SET GLOBAL INNODB_FILE_PER_TABLE="ON";
SET GLOBAL INNODB_FILE_FORMAT="Barracuda";
SET GLOBAL INNODB_LARGE_PREFIX="ON";
SET GLOBAL LOG_BIN_TRUST_FUNCTION_CREATORS="ON"; 






4.2.1.2 MySQLリポジトリの作成




	
注意:

MySQLデータベースを使用する場合、作成できるのはコンパクト・ドメインのみです。これは、Oracle以外のデータベースでWeblogic Server 12c (12.1.3)を使用する場合、Oracle Platform Security Service and Auditingフレームワークでセキュリティ・アーティファクトおよび監査管理データの保持がサポートされないためです。







MySQLリポジトリを作成するには、次の手順を使用します。

	
3.2項「リポジトリの作成」の手順に従い、リポジトリを作成します。ただし、MySQLリポジトリの場合、次の例外に注意してください。

	
「Database Connection Details」画面まで進んだら、「Database Type」を「MySQL Database」に設定し、適切な接続情報を設定します。「Next」をクリックします。

「Select Components」画面が表示されます。


	
「Select Components」画面で、「Monitor Server」および「Service Tables」(デフォルトでは「Service Tables」はすでに選択されている)のみを選択します。





	
残りのリポジトリ作成プロセスに従います。次のスキーマが生成されている必要があります。

	
OGGMON(製品固有のスキーマ)


	
STB












4.2.1.3 コンパクトWebLogic Serverドメインの作成

次のタスクは、コンパクトOracle WebLogic Serverドメインの作成です。




	
注意:

MySQLデータベースを使用する場合、作成できるのはコンパクト・ドメインのみです。これは、Oracle以外のデータベースでWeblogic Server 12c (12.1.3)を使用する場合、Oracle Platform Security Service and Auditingフレームワークでセキュリティ・アーティファクトおよび監査管理データの保持がサポートされないためです。







MySQLに対するコンパクトOracle WebLogic Serverドメインを作成するには、Oracle GoldenGate MonitorサーバーとともにインストールされたスクリプトmonitorServerCreateCompactDomain.shを実行する必要があります。

ドメインを作成するには、次の手順を使用します。

	
ORACLE_HOME/oggmon/monitor_server/bin/ (WindowsではORACLE_HOME\oggmon\monitor_server\bin\)に移動します。


	
ファイル../samples/monitorServerCompactDomain.propertiesをORACLE_HOME/oggmon/monitor_server/bin/ディレクトリにコピーします。このファイルには、ドメインの作成に必要なデフォルトの設定が含まれています。ドメインの場所およびデータ・ソース設定のプロパティ値を適切に更新します。


	
次のプロパティを適切なデータで更新します。

	
weblogic server


	
database





	
ファイルを保存します。


	
./monitorServerCreateCompactDomain.sh monitorServerCompactDomain.propertiesと入力します(monitorServerCompactDomain.propertiesはORACLE_HOME/oggmon/monitor_server/bin/にコピーされているものとします)。

WebLogicドメインの作成、管理およびモニターに使用するコマンドライン・スクリプティング環境であるWebLogic Scripting Tool (WLST)が開き、新規ドメインに関する特定の情報を指定するよう求められます。


Initializing WebLogic Scripting Tool (WLST) ...

Welcome to WebLogic Server Administration Scripting Shell

Type help() for help on available commands

Please enter WebLogic domain administrator(weblogic) password : 
[Confirm]    WebLogic domain administrator(weblogic) password : 
Please enter MonitorServer respository database password           : 
Please enter MonitorServer JMX password           : 
Please enter MonitorServer Keystore password           : 
Please enter MonitorServer Truststore password           : 
Please enter MonitorServer SMTP email password           : 
Given WebLogic location - WL_HOME : /scratch/rporandl/Oracle/WLS_12.1.3_Feb16/wlserver
MonitorServer Template Jar file path : /scratch/rporandl/Oracle/WLS_12.1.3_Feb16/wlserver/../oggmon/common/templates/wls/monitor_server_compact_template_12.1.3.jar
Basic WebLogic Template Jar file path : /scratch/rporandl/Oracle/WLS_12.1.3_Feb16/wlserver/common/templates/wls/wls.jar
JRF Template Jar file path : /scratch/rporandl/Oracle/WLS_12.1.3_Feb16/wlserver/../oracle_common/common/templates/wls/oracle.jrf_template_12.1.3.jar
Creating Domain at Location : /scratch/monitor/wl-domains/domain_1
 
Updating MonitorServer Domain ...
Domain Admin Console URL : http://<Host>:7071/console
MonitorServer URL : http://<Host>:7071/monitor
WebLogic Domain administrator user name : weblogic
 
Exiting WebLogic Scripting Tool





	
注意:

WLSTの詳細は、WebLogic Scripting Toolの理解を参照してください。








	
プロンプトで、次のプロパティに対するパスワードを入力します。

	
weblogic domain administrator (ユーザー - weblogic)


	
MonitorServer repository database


	
MonitorServer JMX


	
MonitorServer Keystore


	
MonitorServer Truststore


	
MonitorServer SMTP email





	
WLSTを終了します。











4.2.2 Microsoft SQL Serverに対するドメインの構成

SQL Serverに対するドメインの構成は、次の2段階のプロセスです。

	
SQL Serverリポジトリの作成


	
コンパクトWebLogic Serverドメインの作成





4.2.2.1 始める前に

開始する前に、次を実行します。

	
設定:


ISOLATION LEVEL,ALTER DATABASE $(DATABASE_NAME) SET READ_COMMITTED_SNAPSHOT ON


	
データベースで大/小文字が区別されることの確認:


DECLARE @collate sysname
   select @collate = convert(sysname, serverproperty('Collation'))
IF ( charindex(N'_CI', @collate) > 0 )
BEGIN
   select @collate = replace(@collate, N'_CI', N'_CS')
   exec ('ALTER database $(DATABASE_NAME) COLLATE ' + @collate)









4.2.2.2 SQL Serverリポジトリの作成

SQL Serverリポジトリを作成するには、次の手順を使用します。

	
3.2項「リポジトリの作成」の手順に従い、リポジトリを作成します。ただし、SQL Serverの場合、次の例外に注意してください。

	
「Database Connection Details」画面まで進んだら、「Database Type」を「SQL Server database」に設定し、適切な接続情報を設定します。「Next」をクリックします。

「Select Components」画面が表示されます。


	
「Select Components」画面で、「Monitor Server」および「Service Tables」(デフォルトではこれはすでに選択されている)を選択します。





	
残りのリポジトリ作成プロセスに従います。次のスキーマが生成されている必要があります。

	
OGGMON(製品固有のスキーマ)


	
STB











4.2.2.3 コンパクトWebLogic Serverドメインの作成

次のタスクは、コンパクトOracle WebLogic Serverドメインの作成です。




	
注意:

SQL Serverデータベースを使用する場合、作成できるのはコンパクト・ドメインのみです。これは、Oracle以外のデータベースでWeblogic Server 12c (12.1.3)を使用する場合、Oracle Platform Security Service and Auditingフレームワークでセキュリティ・アーティファクトおよび監査管理データの保持がサポートされないためです。







SQL Serverに対するコンパクトOracle WebLogic Serverドメインを作成するには、Oracle GoldenGate MonitorサーバーとともにインストールされたスクリプトmonitorServerCreateCompactDomain.shを実行する必要があります。

ドメインを作成するには、次の手順を使用します。

	
ORACLE_HOME/oggmon/monitor_server/bin/に移動します。


	
ファイル../samples/monitorServerCompactDomain.propertiesをORACLE_HOME/oggmon/monitor_server/bin/ディレクトリにコピーします。このファイルには、ドメインの作成に必要なデフォルトの設定が含まれています。ドメインの場所およびデータソース設定のプロパティ値を適切に更新します。


	
次のプロパティを適切なデータで更新します。

	
weblogic server


	
database





	
ファイルを保存します。


	
./monitorServerCreateCompactDomain.sh monitorServerCompactDomain.propertiesと入力します(monitorServerCompactDomain.propertiesファイルはORACLE_HOME/oggmon/monitor_server/binにコピーされているものとします)。

WebLogicドメインの作成、管理およびモニターに使用するコマンドライン・スクリプティング環境であるWebLogic Scripting Tool (WLST)が開き、新規ドメインに関する特定の情報を指定するよう求められます。


Initializing WebLogic Scripting Tool (WLST) ...

Welcome to WebLogic Server Administration Scripting Shell

Type help() for help on available commands

Please enter WebLogic domain administrator(weblogic) password : 
[Confirm]    WebLogic domain administrator(weblogic) password : 
Please enter MonitorServer respository database password           : 
Please enter MonitorServer JMX password           : 
Please enter MonitorServer Keystore password           : 
Please enter MonitorServer Truststore password           : 
Please enter MonitorServer SMTP email password           : 
Given WebLogic location - WL_HOME : /scratch/rporandl/Oracle/WLS_12.1.3_Feb16/wlserver
MonitorServer Template Jar file path : /scratch/rporandl/Oracle/WLS_12.1.3_Feb16/wlserver/../oggmon/common/templates/wls/monitor_server_compact_template_12.1.3.jar
Basic WebLogic Template Jar file path : /scratch/rporandl/Oracle/WLS_12.1.3_Feb16/wlserver/common/templates/wls/wls.jar
JRF Template Jar file path : /scratch/rporandl/Oracle/WLS_12.1.3_Feb16/wlserver/../oracle_common/common/templates/wls/oracle.jrf_template_12.1.3.jar
Creating Domain at Location : /scratch/monitor/wl-domains/domain_2
 
Updating MonitorServer Domain ...
Domain Admin Console URL : http://<Host>:7091/console
MonitorServer URL : http://<Host>:7091/monitor
WebLogic Domain administrator user name : weblogic
 
Exiting WebLogic Scripting Tool.





	
注意:

WLSTの詳細は、WebLogic Scripting Toolの理解を参照してください。








	
プロンプトで、次のプロパティに対するパスワードを入力します。

	
weblogic domain administrator (ユーザー - weblogic)


	
MonitorServer repository database


	
MonitorServer JMX


	
MonitorServer Keystore


	
MonitorServer Truststore


	
MonitorServer SMTP email





	
WLSTを終了します。













4.3 Monitorサーバーの構成の完了

Oracle GoldenGate Monitorサーバーの構成の最後の手順は手動で、次の手順で構成されます。

	
Monitorプロパティの編集


	
SNMPアラート構成の完了


	
CLI構成の完了






4.3.1 Monitorプロパティの編集

monitor.propertiesファイルは../wlsdomains/oggmon_domain/config/monitorserver/cfgにあります。Monitorサーバーの構成を続けるには、このファイルを開き、次のようにして編集します。

	
JMXサーバー・プロパティの構成


	
SMTPアラート・プロパティの構成


	
SNMPアラート・プロパティの構成


	
コマンドライン・インタフェース(CLI)アラート・プロパティの構成





JMXサーバー・プロパティの構成

次のプロパティを設定してJMXサーバーを構成します。

	
monitor.jmx.server.host=hostname


	
monitor.jmx.server.port=portNumber




ここで、hostnameは製品を実行するホストの名前(localhostなど)で、portNumberはホストのリスニング・ポートの番号(5502など)です。


ターゲット・データベース・プロパティの構成

Oracle GoldenGate Monitorサーバー用に構成するデータベースに該当する次のいずれかの行をコメント解除します。

Oracleの場合:


#eclipselink.target-database=org.eclipse.persistence.platform.database.OraclePlatform  


SQL Serverの場合:


#eclipselink.target-database=org.eclipse.persistence.platform.database.SQLServerPlatform


MySQLの場合:


#eclipselink.target-database=org.eclipse.persistence.platform.database.MySQLPlatform



SMTPアラート・プロパティの構成

monitor.smtp.alerts.enabledプロパティをtrueに設定し、SMTPアラートを有効にします。残りのプロパティを必要に応じて設定し、SMTPアラートの受信を有効にします。次に例を示します。


monitor.smtp.alerts.enabled=true
monitor.smtp.secure=false
monitor.smtp.host
monitor.smtp.port
monitor.smtp.from
monitor.smtp.user



SNMPアラート・プロパティの構成

次のようにmonitor.snmp.alerts.enabledをtrueに設定し、SNMPアラートを有効にします。


monitor.snmp.alerts.enabled=true



コマンドライン・インタフェース(CLI)アラート・プロパティの構成

次のようにmonitor.cli.alerts.enabledをtrueに設定し、CLIアラートを有効にします。


monitor.cli.alerts.enabled=true






4.3.2 SNMPアラート構成の完了

Oracle GoldenGate Monitor Simple Network Management Protocol (SNMP)インタフェースは、データグラムの形式でアラートを送信します。これらは、指定されたポートでリスニングしているSNMPトラップ受信者によって取得されます。

この機能を使用するには、インストール中にSNMPアラートを有効にするか、後でmonitor.propertiesファイルのmonitor.snmp.alerts.enabledプロパティをtrueに設定する必要があります。


4.3.2.1 MIBファイルのインポート

Oracle GoldenGate Monitorのインストール時、GoldenGate-Monitor-mib.mibファイルがcfgサブディレクトリに作成されます。これには、ターゲットがアラートの解釈に使用する管理情報ベース(MIB)定義が含まれています。トラップで受信した情報を解釈する必要がある場合、このファイルをターゲット・ツールにインポートします。





4.3.2.2 SNMPアラートの構成

SNMPアラートは、Oracle GoldenGateのインストール中にcfgサブディレクトリ内に格納されるSNMPJMXMapping.xmlファイルで構成されます。

SNMPJMXMapping.xmlファイルへの変更は、Oracle GoldenGate Monitorサーバー・ソフトウェアをインストールしたホスト管理者によってOracle GoldenGate Monitorユーザー・インタフェース外から行われる必要があります。

SNMPJMXMapping.xmlファイルのSNMPバージョンの設定およびターゲットの定義のセクションのみ変更します。


.
.
.
<MIBTree>
.
.
.
 <notifications type="NOTIFICATIONS">
  <notification version="2" enabled="true">
   <targets>
    <target timeout="200" retry="0">localhost/162
    </target>
   </targets>
.
.
.
  </notification>
  <notification version="1" enabled="false">
   <targets>
    <target>localhost/162
    </target>
   </targets>
.
.
.
  </notification>
 </notifications>
</MIBTree>





4.3.2.3 SNMPバージョンの設定

SNMPバージョンは、初めはインストール時の入力に基づいて設定されます。これは、notification version 1 enabled値およびnotification version 2 enabled値をリセットすることで後で変更できます。一方をtrueに、他方をfalseに設定します。

有効なバージョンに対して定義されているターゲットが使用されます。無効なバージョンに対するターゲットは無視されます。





4.3.2.4 SNMPターゲットの設定

<target> </target>タグ内でホスト名とポート番号を入力してターゲットを定義します。








4.3.3 CLI構成の完了

Oracle GoldenGate Monitorのコマンドライン統合(CLI)では、アラートがトリガーされたときにOracle GoldenGate Monitorサーバーでスクリプトまたはオブジェクト・ファイルを実行できます。

この機能を使用するには、インストール中にCLIアラート・ボックスを選択するか、後でmonitor.propertiesファイルのmonitor.cli.alerts.enabledプロパティをtrueに設定して、CLIアラートを有効にする必要があります。


4.3.3.1 コマンドライン・ハンドラの設定

Oracle GoldenGate Monitorのインストールでは、CLIインタフェースの構成に役立つファイルが提供されます。これらは、インストール場所のcfgサブディレクトリに提供されます。

	
CommandLineHandlers.xml

CLIインタフェースはCommandLineHandlers.xmlファイルで構成されます。

2つのCommandLineHandlers.xmlサンプル・ファイル(UNIX用とWindows用に1つずつ)がインストールに含まれています。それぞれに、CLIインタフェースを構成するためのサンプル構文が含まれています。適切なバージョンをコピーし、引数を追加したり、変更して、CLIインタフェースを構成するCommandLineHandlers.xmlを作成します。




	
注意:

CommandLineHandlers.xmlファイルは、システムをインストールしたOracle GoldenGate Monitorサーバー・ホスト管理者によってOracle GoldenGate Monitorユーザー・インタフェース外で設定される必要があります。








	
CommandLineHandlers.xsd

このファイルには、CommandLineHandlers.xmlファイルの定義が含まれます。XSDからサンプルXMLを作成する市販またはオープン・ソースのXML生成ツールを使用したCommandLineHandlers.xmlの生成に使用されます。




CommandLineHandlers.xmlの構成後、Oracle GoldenGate Monitorサーバーを停止して再起動し、変更を有効にします。これを行う方法については、「Oracle GoldenGate Monitorサーバーの起動」を参照してください。


4.3.3.1.1 コマンドライン・ハンドラの引数

次のUNIX構成の例では、XML構成ファイルの構造および引数を示します。ヘッダー値は変更しないでください。これらの値は、XMLのバージョンおよびコーディングを指定します。

引数は、例に示すように、等号(=)の後の一重引用符内に値を入力して指定します。この例では、ネームスペースおよびスキーマの情報は省略記号(. . .)で示され、省略されています。


<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<CommandLineHandlers . . .>
<CommandLineHandler dateTimeFormat="MMddyyyyHHmmssSSS"
  executeIn="/home/user" name="CMDLINE">
    <externalCommand>touch</externalCommand>
    <arguments>
      <argument argText="filename" name="hostname"
      presentIfEmpty="true" quoted="false"/>
  </arguments>
  <alertMappings>
    <alertMapping alertField="host" name="hostname"/>
  </alertMappings>
  </CommandLineHandler>
</CommandLineHandlers>s


CommandLineHandlerは、CLIアラート・ハンドラの親タグです。これは、CommandLineHandlersタグ内に指定されています。


<CommandLineHandler dateTimeFormat="MMddyyyyHHmmssSSS" 
executeIn="/home/user" name="CMDLINE">





CommandLineHandlerタグには、次の引数が含まれます。

	
dateTimeFormat

これは、Javaのドキュメントに記載されている標準のJava書式引数です。


	
executeIn

executeIn引数では、外部スクリプトまたはオブジェクト・ファイルを実行する前に指定されたディレクトリに移動する処理がトリガーされます。デフォルトは、仮想マシン(VM)の現在の実行ディレクトリ(スクリプトまたはコマンドが起動されたディレクトリ)を使用することです。

アラートがトリガーされたときに指定されたディレクトリが存在しない場合、またはexecuteIn属性が空であるか、存在しない場合、RunTimeExceptionが生成されます。


	
名前

これは常に"CMDLINE"です。




次の例に、CommandLineHandlerタグ内にネスト可能なタグを示します。


<externalCommand>touch</externalCommand>
<arguments>
    <argument argText="filename" name="hostname"
    presentIfEmpty="true" quoted="false"/>
</arguments>
<alertMappings>
    <alertMapping alertField="host" name="hostname"/>
</alertMappings>


	
externalCommand

externalCommandの値では、スクリプトまたはオブジェクト・ファイルの絶対パスを指定します。システム・パス環境変数が、実行されるファイルのディレクトリを指す場合、パスを指定せずにスクリプトまたはオブジェクト・ファイルの名前を指定できます。


	
arguments

argumentsタグでは、externalCommandタグで指定されたディレクトリ値に付加される1つ以上の値を指定します。

各引数に次の属性を指定できます。

argText - externalCommandタグで送信されるリテラル・テキスト引数を指定します。

name - 名前を指定するか、alertMappingsとともに使用し、後述するように名前を検索します。

presentIfEmpty - alertMappingsタグとともに使用し、アラート定義に関連する、選択された情報をexternalCommandタグに追加します。詳細は、次の「alertMappings」を参照してください。

quoted - 引用符を追加するかどうかを指定します。


	
alertMappings

alertMappingsタグでは、アラート定義情報から抽出された値をexternalCommandタグで指定された値に付加します。


<alertMappings>
    <alertMapping alertField="host" name="hostname"/>
</alertMappings>


alertFieldは、アラート定義に関連する次のいずれかの値です。

alertName - アラート定義の名前。

host - アラートをトリガーするモニタリング・ポイントを持つOracle GoldenGateオブジェクトのホスト。

alertObjectName - アラートをトリガーするモニタリング・ポイントを持つオブジェクトに関連付けられている名前(EXACCTという名前のExtractプロセスなど)。

alertTime - アラートがトリガーされた時間。

alertSeverity - アラートに対して定義されている重大度(WarningまたはError)。

alertMessage - アラートによって生成されるメッセージ。これは、アラートに定義されている条件、モニタリング・ポイントの値およびリテラル・テキストの組合せです。

changedValue - アラートをトリガーした新規モニタリング・ポイント値。たとえば、ラグが5秒を超えるとトリガーされるアラートを作成します。ラグが4秒から7秒になります。これによってアラートがトリガーされ、changedValueは7です。

次の例では、argumentおよびalertMappingタグのname属性は一致し、alertField属性から値が抽出されます。argumentのname "hostname"は、alertMappingのname "hostname"と一致され、alertFieldの値("host")が検出されます。これによって、アラートをトリガーしたOracle GoldenGateオブジェクトのホストをexternalCommandタグで指定された値に付加するよう指示されます。


<arguments>
    <argument argText="text" name="hostname" presentIfEmpty="true"   
    quoted="false"/>
</arguments>
<alertMappings>
    <alertMapping alertField="host" name="hostname"/>
</alertMappings>


presentIfEmpty属性はalertMappingsタグとともに使用し、alertFieldが有効でないか、name属性が一致しない場合の処理を決定します。

	
presentIfEmpty="true"

argText属性の値が外部コマンドで使用されます。


	
presentIfEmpty="false"

引数全体が省略されます。













4.3.3.2 サンプル・コマンドライン・ハンドラ

次の例では、Oracle GoldenGate Monitorサーバーでバッチ・スクリプトを実行します。


4.3.3.2.1 Windowsサーバーでの実行

次の例では、Oracle GoldenGate MonitorサーバーをホストするWindowsサーバーでバッチ・スクリプトsample_cli.batを実行します。アラートをトリガーしたOracle GoldenGateインスタンスのサーバー("host")が、externalCommandで指定されたバッチ・スクリプトの名前に付加されます。


<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<CommandLineHandlers
xmlns:xsd="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
xsi:schemaLocation="http://www.yourlocation/monitor/commandlinehandlers/CommandLineHandlers.xsd">
  <CommandLineHandler dateTimeFormat="MMddyyyyHHmmssSSS"
  executeIn="C:\" name="CMDLINE">
    <externalCommand>c:\sample_cli.bat</externalCommand>
    <arguments>
      <argument argText="" name="hostname" presentIfEmpty="true" quoted="false"/>
    </arguments>
    <alertMappings>
      <alertMapping alertField="host" name="hostname"/>
    </alertMappings>
  </CommandLineHandler>
</CommandLineHandlers>





4.3.3.2.2 UNIXホストでの実行

次の例では、Oracle GoldenGate MonitorサーバーをホストするUNIXサーバーでsample_cli.shスクリプトを実行します。アラートをトリガーしたOracle GoldenGateインスタンスのサーバー("host")が、externalCommandで指定されたバッチ・スクリプトの名前に付加されます。


<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<CommandLineHandlers
xmlns:xsd="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
xsi:schemaLocation="http://www.yourlocation/monitor/commandlinehandlers/CommandLineHandlers.xsd">
  <CommandLineHandler dateTimeFormat="MMddyyyyHHmmssSSS"    executeIn="/home/user" name="CMDLINE">
    <externalCommand>bash</externalCommand>
    <arguments>
      <argument argText="/home/user/sample_cli.sh" name="hostname"  presentIfEmpty="true" quoted="true"/>
    </arguments>
    <alertMappings>
     <alertMapping alertField="host" name="hostname"/>
    </alertMappings>
  </CommandLineHandler>
</CommandLineHandlers>












4.4 Oracle GoldenGate Monitorサーバーの起動

Oracle GoldenGate Monitorサーバーが正常であることを確認するには、サーバーを起動します。これは、次の処理で構成される2ステップまたは3ステップのプロセスです。

	
WebLogic管理サーバーの起動


	
Oracle GoldenGate Monitorサーバーの資格証明の更新(オプション)


	
WebLogic管理対象サーバーの起動






4.4.1 WebLogic管理サーバーの起動

管理サーバーを起動するには、次のようにします。

	
MONITOR_DOMAINフォルダ(/apps/oggmon_domain�、Windowsでのapps\oggmon_domainなど)に移動し、サーバーを起動します。

Linuxの場合:


$./startWebLogic.sh


Windowsの場合:


C:/path/to/MONITOR_DOMAIN>startWebLogic.cmd


サーバーが起動し、起動情報が画面に表示されます。




	
注意:

サーバーの起動には数分かかる場合があります。








	
Oracle WebLogic Serverの管理者のユーザー名とパスワードを求められたら、「Administrative Account」画面で作成した資格証明を入力します。

起動が続けられます。サーバーが正常に起動したら、サーバーの状態はRUNNINGになります。









4.4.2 Oracle GoldenGate Monitorサーバーの資格証明の更新(オプション)




	
注意:

この手順はオプションです。Oracle GoldenGate Monitorサーバーの資格証明を更新する必要がある場合にのみ行います。これを行う必要がない場合、「WebLogic管理対象サーバーの起動」に進みます)。







WLSTを使用して、ウォレットのOracle GoldenGate Monitorサーバーの資格証明を作成または更新します。

	
$ORACLE_HOME/wlserver/common/bin (WindowsではORACLE_HOME\wlserver\common\bin)からWLSTを実行します。

Linuxの場合:


$ORACLE_HOME/wlserver/common/bin>./wlst.sh


Windowsの場合:


C:\path\to\bin>wlst.cmd


	
その後、次のいずれかを実行します。


	目的	使用するWLST関数
	新しい資格証明の作成	createCred()。次に例を示します。

wls:/test_domain/serverConfig>createCred(map="OGGMONITOR",key="WEB.JMX.PASSWORD",user="jmxuser",password="jmxuser1",desc="JMX Password")
wls:/test_domain/serverConfig>createCred(map="OGGMONITOR",key="MONITOR.KEYSTORE.PASSWORD",user="ksuser",password="ksuser1",desc="Keystore Password")
wls:/test_domain/serverConfig>createCred(map="OGGMONITOR",key="MONITOR.TRUSTSTORE.PASSWORD",user="tsuser",password="tsuser1",desc="Truststore Password")
wls:/test_domain/serverConfig>createCred(map="OGGMONITOR",key="WEB.SMTP.EMAIL.PASSWORD",user="smtpuser",password="smtpuser1",desc="SMTP Password")


	既存のキーの更新	updateCred()。次に例を示します。

wls:/test_domain/serverConfig>updateCred(map="OGGMONITOR",key="MONITOR.TRUSTSTORE.PASSWORD",user="tsuser",password="tsuser1",desc="Truststore Password")


	既存のキーの削除	deleteCred()。次に例を示します。

wls:/test_domain/serverConfig>deleteCred(map="OGGMONITOR", key="MONITOR.TRUSTSTORE.PASSWORD")











	
注意:

WLSTの詳細は、WebLogic Scripting Toolの理解を参照してください。















4.4.3 WebLogic管理対象サーバーの起動

最後に、WebLogic管理対象サーバーを起動します。

	
MONITOR_SERVER_DOMAIN\bin (WindowsではMONITOR_SERVER_DOMAIN\bin)に移動し、次のように入力します。

Linuxの場合:


$./startManagedWebLogic.sh MONITORSERVER_server1 http://hostname:7001


Windowsの場合:


C:path\to\bin>startManagedWebLogic.cmd MONITORSERVER_server1 http://hostname:7001


説明:

	
MONITORSERVER_server1は、そのサーバーの構成時に構成ウィザードで入力された管理対象サーバーの名前です。


	
hostname:7001は、特定のホスト名とリスニング・ポートです。





	
入力を求められたら、Oracle WebLogic Server管理者のユーザー名とパスワードを入力します。




Oracle GoldenGate Monitorサーバーが正常にデプロイされている場合、管理対象サーバーの状態はRUNNINGと表示されます。














5 WebLogic管理コンソールからのユーザーの管理


Oracle GoldenGate Monitorサーバーをインストールして構成したら、WebLogic Server管理コンソールを使用してユーザーを管理できます。その後、Oracle GoldenGate Monitorコンソールを起動してモニタリングを開始できます。この手順については、次の項で説明します。

	
5.1項「Oracle WebLogic Server管理コンソールへのログイン」


	
5.2項「ユーザーの作成」


	
5.3項「グループへのユーザーの追加」


	
5.4項「Oracle GoldenGate Monitorコンソールの起動」







	
注意:

この章のタスクを実行する前に、WebLogic管理サーバーも稼働していることを確認します。サーバーの起動手順については、4.4.1項「WebLogic管理サーバーの起動」で説明されています。









5.1 Oracle WebLogic Server管理コンソールへのログイン

Oracle WebLogic Server管理コンソールにログインするには、次を実行します。

	
Webブラウザを開き、次のように管理マシン名とポートをナビゲーション・バーに入力して管理サーバーに移動します。[image: URLが入力されたブラウザのナビゲーション・バーの一部。]


コンソールの「Welcome」ページが表示されます。このページには、ログイン資格証明を入力するフォームが含まれています。


	
ユーザー名とパスワードを入力して「Login」をクリックします。

[image: 「Login」ボタンの上の「Username」および「Password」入力フィールド。]

メイン・パネルにホーム・ページが表示されたOracle WebLogic Server管理コンソールが表示されます。メイン・パネルの左には、コンソールを移動するためのリンクがあります。Oracle WebLogic Server管理コンソールの詳細は、Oracle Fusion Middlewareの管理のOracle WebLogic Server管理コンソールの使用の開始に関する項を参照してください。









5.2 ユーザーの作成

ユーザーの作成は、Oracle WebLogic Server管理コンソールのホーム・ページから開始します。次の手順を使用します。

	
メイン・パネルの左側で、ドメインの「Domain Structure」パネルを探します。

[image: cons_dom_strct_hilited.gifの説明が続きます]



	
「Domain Structure」ツリーで「Security Realms」.を選択します。

「Summary of Security Realms」ページがメイン・パネルに表示されます。

[image: cons_sec_realms.gifの説明が続きます]



	
「Realms」表で「myrealms」を選択します。

「Settings for myrealm」ページがメイン・パネルに表示されます。

[image: cons_setttings.gifの説明が続きます]



	
「Users and Groups」をクリックします。

「Users」タブが開きます。[image: cons_users_tab.gifの説明が続きます]





	
「Add」をクリックします。

「Create a New User」ページが表示されます。

[image: cons_create_new_user.gifの説明が続きます]



	
新規ユーザーの詳細を追加します。

	
ユーザー名。この名前は、Oracle GoldenGate Monitorコンソールへのログインに使用されます。


	
ユーザーの自由形式の短い説明。


	
ユーザー・プロバイダ。ドロップダウン・リストから選択します。


	
ユーザーのパスワード(および確認の入力)。このパスワードは、Oracle GoldenGate Monitorコンソールへのログインにユーザー名とともに使用されます。8文字以上である必要があります。


	
「OK」をクリックします。

新規ユーザーが追加された「User」タブが再度表示されます。[image: cons_new_user_created.gifの説明が続きます]















5.3 グループへのユーザーの追加

次に、5.2項「ユーザーの作成」で作成したユーザーをグループに追加する必要があります。これを行うには、次の手順を使用します。

	
「Settings for myrealms」の「User」タブで、直前に追加したユーザーの名前をクリックします。

「Settings for username」ページが表示されます。

[image: cons_setting_4_username.gifの説明が続きます]



	
「Groups」をクリックします。

「Groups」タブが開き、ユーザーが所属可能な親グループのリストが表示されます。

[image: cons_groups.gifの説明が続きます]



	
ユーザーを所属させる親グループを選択し、右矢印([image: 右向きのカラット。])をクリックします。

選択されたグループが「Chosen」リストに移動します。

[image: cons_groups_selected.gifの説明が続きます]



ユーザーをすべてのグループのメンバーにする場合、各グループを選択するのではなく、単に二重右矢印([image: 右向きの二重カラット。])をクリックします。すべてのグループが「Chosen」リストに移動します。間違ってグループを追加した場合、そのグループを選択し、左矢印をクリックします。すべてのグループを「Chosen」リストから削除するには、二重左矢印をクリックします。


	
「Save」をクリックします。









5.4 Oracle GoldenGate Monitorコンソールの起動

Oracle GoldenGate Monitorサーバー・コンソールを起動する準備ができました。これを行うには、次の手順を使用します。

	
Webブラウザのナビゲーション・バーに、Oracle GoldenGate MonitorサーバーのURLを次の形式で入力します。


http://hostname:portNumber/monitor/faces/loginPage.jspx


ここで、hostnameはWebLogic Serverがインストールされているシステムで、portnumberは管理対象サーバーのポート番号である7003です(アプリケーションが管理対象サーバーMONITOR_server1にデプロイされているため)。次に例を示します。


http://slc03abc:7003/monitor/faces/loginPage.jspx


Oracle GoldenGate Monitorサーバーのログイン画面が表示されます。

[image: oggmon_cons_login.gifの説明が続きます]



	
5.2項「ユーザーの作成」の手順6でユーザーに対して入力したログイン資格証明を入力し、「Submit」をクリックします。

Oracle GoldenGate Monitorサーバーコンソールが開きます。これで、Oracle GoldenGate Monitorの管理を開始できます。















6 Monitorサーバーのアンインストール


この章では、Oracle GoldenGate Monitorサーバーのアンインストール方法について説明します。この章の内容は次のとおりです。

	
6.1項「サーバーの停止」


	
6.2項「リポジトリの削除」


	
6.3項「WebLogicドメインの削除」


	
6.4項「Oracle GoldenGate Monitorサーバーのアンインストール」






6.1 サーバーの停止

まず、稼働しているOracle GoldenGate Monitor管理対象サーバーおよびWebLogic管理サーバー(必要に応じて)を停止します。


管理対象サーバーを停止する手順:

管理対象サーバーを停止するには、OGGMON_DOMAIN/bin (WindowsではOGGMON_DOMAIN\bin)に移動し、次のコマンドを入力します。

Linuxの場合:


$ ./stopManagedWebLogic.sh MONITORSERVER_server1 


Windowsの場合:


C:\path\to\bin> stopManagedWebLogic.cmd 





	
注意:

管理サーバーの停止後に管理対象サーバーを停止する場合、次のように(Linuxの場合)停止スクリプトで管理対象サーバーのURLを指定する必要があります。

$ ./stopManagedWebLogic.sh MONITORSERVER_server1 t3://hostname:ManagedServerPort"










管理サーバーを停止する手順:

ドメインにOracle GoldenGate Monitorアプリケーションのみが含まれ、ドメインを削除する場合のみ、WebLogic管理サーバーを停止する必要があります。

管理サーバーを停止するには、DOMAIN_HOME/bin (WindowsではDOMAIN_HOME\bin)に移動し、次のように入力します。

Linuxの場合:


$ ./stopWebLogic.sh username password [admin_url]


Windowsの場合


C:\path\to\bin>stopWebLogic.cmd username password [admin_url]






6.2 リポジトリの削除

次に、リポジトリ作成ユニット(RCU)を実行し、3.2項「リポジトリの作成」で説明されているリポジトリの作成段階で作成したリポジトリを削除します。


リポジトリを削除する手順:

	
ORACLE_HOME/oracle_common/bin/ (WindowsではORACLE_HOME\oracle_common\bin\)に移動し、次のように入力します。

Linuxの場合:


$ ./rcu.sh


Windowsの場合:


C:\path\to\bin> rcu.cmd


RCUの「Welcome」画面が表示されます。


	
「Next」をクリックします。

「Create Repository」画面が表示されます。


	
「Drop Repository」を選択し、「Next」をクリックします。

「Database Connection Details」が表示されます。


	
削除するデータベースの接続の詳細を入力し、「Next」をクリックします。

確認ウィンドウが開いたら、グローバルな前提条件が実装されていることを確認します。


	
「OK」をクリックします。

「Select Components」画面が表示されます。


	
「Next」をクリックし、3.2項「リポジトリの作成」で説明されているように、RCUプロセスを続けます。

「Completion Summary」画面で「Close」をクリックすると、リポジトリが削除されます。









6.3 WebLogicドメインの削除

次に、4.1項「Oracleデータベース用のOracle GoldenGate Monitorサーバーの構成」で作成したWebLogicドメインを削除する必要があります。これを行うには、単にファイル・システムからドメイン・フォルダを削除します。






6.4 Oracle GoldenGate Monitorサーバーのアンインストール

最後に、アンインストール・プロセスを完了するには、Oracle GoldenGate Monitorサーバーをアンインストールする必要があります。


Oracle GoldenGate Monitorサーバーをアンインストールする手順:

	
ORACLE_HOME/oui/bin (WindowsではORACLE_HOME\oui\bin)に移動し、次のように入力します。

Linuxの場合:


$./deinstall.sh


Windowsの場合:


C:\path\to\bin>deinstall.cmd


アンインストール・プログラムが起動され、「Welcome」画面が表示されます。


	
次の表に説明されているように、アンインストールの画面を進みます。アンインストール画面に関する追加情報が必要な場合、画面名をクリックします。


	画面	説明/アクション
	Welcome	この画面は、製品のアンインストーラの概要を示します。
	Deinstallation Summary	この画面には、アンインストールされるOracleホーム・ディレクトリとその内容が表示されます。これが正しいディレクトリであることを確認します。
「Deinstall」をクリックしてソフトウェアの削除を開始します。


	Deinstallation Progress	この画面には、アンインストールの進行状況が表示されます。
	Deinstallation Complete	この画面は、アンインストールが完了すると表示されます。この画面の情報を確認し、「Finish」をクリックしてアンインストーラを閉じます。








Oracle GoldenGate Monitorサーバーがシステムから正常に削除されました。












7 テスト環境から本番環境への移動


この章では、Oracle GoldenGate Monitorサーバーをテスト環境から本番環境に("T2P")移動する手順について説明します。内容は次のとおりです。

	
7.1項「前提条件」


	
7.2項「テスト環境の準備」


	
7.3項「本番環境の準備」


	
7.4項「移動の確認」


	
7.5項「追加情報」







	
注意:

Oracle GoldenGate Monitorでは、コンパクト・ドメインに対してテストから本番への移動はサポートされません。これは、このタイプのドメインは本番環境向けではないためです。拡張ドメインはOracleデータベースに使用され、コンパクト・ドメインはMySQL、SQL ServerなどのOracle以外のデータベースに使用されます。









7.1 前提条件

Oracle GoldenGate Monitorサーバーをテスト環境から本番環境に移動する前に、Oracle GoldenGateエージェントを使用したOracle GoldenGateモニタリングを有効にするためにソースとターゲットの両環境でOracle GoldenGateがインストールされ、構成されていることを確認します。






7.2 テスト環境の準備

テスト環境を準備するには、Oracle WebLogic Serverインフラストラクチャをインストールし、次のようにします。

	
リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を使用してデータベース・インスタンスを作成します。手順については、3.2項「リポジトリの作成」を参照してください。


	
次の順序でOracle GoldenGate Monitor 12c (12.1.3)をインストールし、構成します。

	
Oracle GoldenGate Monitorサーバー


	
Oracle GoldenGateエージェント












7.3 本番環境の準備

この項には、本番(ターゲット)環境の準備方法に関する情報が含まれています。


7.3.1 始める前に

ターゲット環境は次の前提条件を満たす必要があります。

	
コピーするORACLE_HOMEおよびコンポーネントのバージョンと互換性のあるcloningclient.jarファイルおよびpasteBinaryスクリプト・ファイルを使用する必要があります。この章の手順では、現在のバージョンのcloningclient.jarファイルおよび移動スクリプトを使用するものとします。


	
ターゲット環境は、ソース環境と同じオペレーティング・システム上にある必要があります。また、オペレーティング・システムのアーキテクチャは両環境で同じである必要があります。たとえば、両環境とも32ビット・オペレーティング・システムまたは64ビット・オペレーティング・システムである必要があります。


	
ホストにはJDK 1.6.04以上がインストールされている必要があります。また、PATH、CLASSPATHおよびJAVA_HOME環境変数がJDKを指していることを確認します。スクリプトを実行する際、適合するJavaホームを指定する必要があります。つまり、Oracleホームが64ビットの場合、64ビットJavaホームを指定する必要があります。Oracleホームが32ビットの場合、32ビットJavaホームを指定する必要があります。


	
ターゲット環境に、ソース環境のユーザーと同じスーパーユーザーまたは管理ユーザーが必要です。インストールの移動の完了後、ターゲット環境のユーザーを変更できます。








7.3.2 環境の準備

Oracle Databaseの本番環境を準備するには、次のようにします。

	
3.2項「リポジトリの作成」で説明されているように、RCUを使用して新規データベース・インスタンスを作成します。

ターゲット環境のデータベースは、ソース環境のデータベースのタイプおよびバージョンと同じである必要があります。たとえば、ソース環境のデータベースがOracleデータベースの場合、ターゲット環境のデータベースもOracleデータベースである必要があります。


	
次のようにT2PスクリプトcopyBinary.sh (Windowsでは.cmd)およびpasteBinary.sh (.cmd)を使用して、WLS_JRFバイナリ・ファイルをターゲット環境にコピーし、貼り付けます。




	
注意:

次の例で使用されるスクリプト(移動スクリプトと呼ばれる)は、ORACLE_HOME/oracle_common/bin/ (WindowsではORACLE_HOME\oracle_common\bin\)にあります。移動スクリプトの詳細は、Oracle Fusion Middlewareの管理の移動スクリプトおよび移動計画に関する項を参照してください。







コピーの手順:

Linuxの場合:


./copyBinary.sh -javaHome /usr/local/packages/jdk7 
                -archiveLoc /scratch/myuser/T2P/oh_copy.jar
                -sourceOracleHomeLoc /scratch/myuser/WLS_12.1.3_HOME


Windowsの場合:


>copyBinary.cmd -javaHome C:\Program Files\Java\jdk1.7.0_51 
                -archiveLoc userhome\T2P\oh_copy.jar 
                -sourceOracleHomeLoc userhome\WLS_12.1.3_HOME


貼付けの手順:

まず、pasteBinaryスクリプトおよびcloningclient.jarファイルをターゲット・システムにコピーし、実行権限があることを確認します。cloningClient.jarは、ORACLE_COMMON_HOME/jlib/cloningclient.jar (Linux)またはORACLE_COMMON_HOME\jlib\cloningclient.jar (Windows)にあります。

次に、O/Sに応じて次のいずれかを行います。

Linuxの場合:


./pasteBinary.sh -javaHome /usr/local/packages/jdk7 
                 -archiveLoc  /scratch/myuser/T2P/oh_copy.jar
                 -targetOracleHomeLoc /scratch/myuser/WLS_1213_COPY_HOME
                 -targetOracleHomeName WLS_1213_COPY_HOME_1


Windowsの場合:


>pasteBinary.cmd -javaHome C:\Program Files\Java\jdk1.7.0_51 
                 -archiveLoc  userhome\T2P\oh_copy.jar 
                 -targetOracleHomeLoc userhome\WLS_1213_COPY_HOME
                 -targetOracleHomeName WLS_1213_COPY_HOME_1


	
テキスト・エディタを使用して、adminuser_password.txtという名前の新規テキスト・ファイルを作成し、そのファイルにOracle WebLogic Server管理ユーザーのパスワード(weblogicなど)を入力して保存します。このファイルは次の手順で使用します。


	
次のようにcopyConfigスクリプトを使用して、Oracle GoldenGate Monitor Weblogicドメイン構成をターゲット環境にコピーします。




	
注意:

WebLogic ServerドメインでcopyConfig.shスクリプトを実行する前に、管理サーバーおよび管理対象サーバーが稼働していることを確認します。







Linuxの場合:


./copyConfig.sh -javaHome /usr/local/packages/jdk7 
                -archiveLoc /scratch/myuser/T2P/oggmon_domain.jar
                -sourceDomainLoc /scratch/myuser/OGGMON_INSTALLS/oggmon_domain
                -sourceOracleHomeLoc /scratch/myuser/WLS_12.1.3_HOME
                -domainHostName myhost.example.com 
                -domainPortNum 7001 
                -domainAdminUserName weblogic 
                -domainAdminPasswordFile /scratch/myuser/T2P/adminuser_password.txt


Windowsの場合:


>copyConfig.cmd -javaHome C:\Program Files\Java\jdk1.7.0_51 
                -archiveLoc userhome\T2P/oggmon_domain.jar 
                -sourceDomainLoc userhome\OGGMON_INSTALLS\oggmon_domain
                -sourceOracleHomeLoc userhome\WLS_12.1.3_HOME -domainHostName myhost.example.com 
                -domainPortNum 7001 -domainAdminUserName weblogic 
                -domainAdminPasswordFile userhome\T2P\adminuser_password.txt


	
次のようにextractMovePlanスクリプトを使用して、ドメイン構成jarファイル(oggmon_domain.jar)から移動計画を抽出し、ターゲット環境に必要な更新を行えるようにします。

Linuxの場合:


./extractMovePlan.sh -javaHome /usr/local/packages/jdk7 
                     -archiveLoc /scratch/myuser/T2P/oggmon_domain.jar
                     -planDirLoc /scratch/myuser/T2P/extract_plans


Windowsの場合:


>extractMovePlan.cmd -javaHome C:\Program Files\Java\jdk1.7.0_51 
                     -archiveLoc userhome\T2P\oggmon_domain.jar 
                     -planDirLoc userhome/T2P\extract_plans


移動計画のプロパティおよび編集する必要のあるプロパティの詳細は、Oracle Fusion Middlewareの管理の移動計画の変更に関する項を参照してください。


	
次のようにpasteConfigスクリプトを使用して、生成された構成をターゲット環境に貼り付けます。

Linuxの場合:


./pasteConfig.sh -javaHome /usr/local/packages/jdk7 
                 -archiveLoc /scratch/myuser/T2P/oggmon_domain.jar
                 -targetDomainLoc /scratch/myuser/OGGMON_INSTALLS/oggmon_domain_copy 
                 -targetOracleHomeLoc /scratch/myuser/WLS_1213_COPY_HOME
                 -movePlanLoc /scratch/myuser/T2P/extract_plans/moveplan.xml
                 -domainAdminPasswordFile /scratch/myuser/T2P/adminuser_password.txt 
                 -logDirLoc /scratch/myuser/T2P/log


Windowsの場合:


>pasteConfig.cmd -javaHome C:\Program Files\Java\jdk1.7.0_51 
                 -archiveLoc userhome\T2P\oggmon_domain.jar 
                 -targetDomainLoc userhome\OGGMON_INSTALLS\oggmon_domain_copy
                 -targetOracleHomeLoc userhome\WLS_1213_COPY_HOME 
                 -movePlanLoc userhome\T2P\extract_plans\moveplan.xml
                 -domainAdminPasswordFile userhome\T2P\adminuser_password.txt
                 -logDirLoc userhome\T2P\log


	
次のようにして、Oracle GoldenGate Monitorサーバー構成を更新します。

	
次のOracle GoldenGate Monitor Server構成ファイルを更新します。

	
monitor.properties


	
SNMPJMXMapping.xml


	
CommandLineHandlers.xml





	
SSL証明書を手動でターゲット環境に移動します。Oracle GoldenGate MonitorでのSSLの使用の詳細は、Oracle GoldenGate Monitorの管理のSSL通信の使用に関する項を参照してください。


	
WebLogic Scripting Tool (WLST)を使用して、ターゲット環境のOracle GoldenGate Monitorサーバー関連のパスワードを更新します。WLSTの使用の詳細は、WebLogic Scripting Toolの理解を参照してください。





	
ターゲット・マシンにOracle GoldenGateエージェント・ソフトウェアをインストールし、構成します。手順については、Oracle GoldenGate Monitor Agentのインストールおよび構成を参照してください。







	
注意:

T2Pスクリプトは、Oracle GoldenGateエージェントなどのスタンドアロン製品では利用できません。














7.4 移動の確認

次のようにしてT2P移動が正常に行われたことを確認します。

	
4.4.1項「WebLogic管理サーバーの起動」で説明されているようにして管理サーバーを起動し、4.4.3項「WebLogic管理対象サーバーの起動」で説明されているようにして管理対象サーバーを起動します。


	
Oracle GoldenGateコアGGSCI端末に移動し、start jagentコマンドを実行してOracle GoldenGate Monitorエージェントを起動します。


GGSCI>start jagent




すべて正常に起動したら、T2Pプロセスは完了です。






7.5 追加情報

テスト環境から本番環境への移動の詳細は、Oracle Fusion Middlewareの管理の次の章を参照してください。

	
「テスト環境から本番環境への移動」


	
「移動スクリプトおよび移動計画」















A インストールおよび構成の画面


この付録には、Oracle Universal Installer (OUI)によって使用されるOracle GoldenGate固有の画面のイメージおよび説明が含まれます。この情報は、次の項に含まれています。

	
A.1項「Oracle GoldenGate Monitorのインストール画面」


	
A.2項「Oracle GoldenGate Monitor用のリポジトリ作成ユーティリティ(RCU)の画面」


	
A.3項「Oracle GoldenGate Monitor用の構成ウィザードの画面」






A.1 Oracle GoldenGate Monitorのインストール画面

この項では、Oracle GoldenGate Monitor用のOracle Universal Installerの画面の例を示します。次の画面があります。

	
Welcome


	
Installation Location


	
Installation Typ


	
Prerequisite Checks


	
Installation Summary


	
Installation Progress


	
Installation Complete






A.1.1 Welcome

この画面は、製品インストーラの概要を示します。

[image: welcome.gifの説明が続きます]



このページには、2つの重要な情報が含まれています。

	
インストーラによって支援されるタスクのサマリーを示す左側のナビゲーション・ペイン。ナビゲーション・ペインの各項目は、ソフトウェアのインストールに必要な情報が要求される、インストーラの特定の画面を表します。


	
インストールを続行する前に満たす必要のある前提条件に関する情報。




この画面の情報を入念に確認し、前提条件をすべて満たしていることをチェックします。






A.1.2 Installation Location

この画面を使用して、Oracleホーム・ディレクトリの場所を指定します。

[image: inst_loc.gifの説明が続きます]



1つ以上のOracle製品がすでにインストールされている既存のディレクトリがある場合、そのディレクトリがドロップダウン・リストに表示されます。「Features Sets Installed at Selected Oracle Home」の隣にある「View」をクリックすると、その特定のディレクトリにインストールされている製品を表示できます。

製品を新規ディレクトリにインストールする場合、「Oracle Home」フィールドに新規ディレクトリの完全パスを入力します。指定されたディレクトリがインストーラによって作成されます。

Oracle Fusion Middleware Infrastructureをインストールする場合、Oracle Commonホーム(oracle_common)ディレクトリが、指定されたOracleホーム・ディレクトリ内に作成されます。Oracle Commonホームには、すべてのOracle Fusion Middleware製品で共有されるサービスが含まれます。






A.1.3 Installation Type

この画面を使用して、インストール・タイプ(これによってインストールされる製品と機能が定義される)を指定します。

[image: inst_type.gifの説明が続きます]



この画面に表示されるオプションは、インストールする製品によって異なります。詳細は、3.1.3項「製品のインストール」を参照してください。






A.1.4 Prerequisite Checks

この画面では、ホスト・コンピュータが分析され、オペレーティング・システムの特定の前提条件が満たされていることが確認されます。

[image: pre_req_checks.gifの説明が続きます]



次の表で、この画面のオプションについて説明します。


	ボタン	説明
	Stop	すべてのコンポーネントについて前提条件チェックを停止する場合は、このボタンをクリックします。
	Rerun	警告またはエラー・メッセージが表示され、これに適切に対処して前提条件チェックを再試行する場合は、このボタンをクリックします。
	Skip	エラーまたは警告メッセージを無視してインストールを続行する場合は、このボタンをクリックします。
	View Successful Tasks	このチェック・ボックスはデフォルトで選択され、タスクが完了すると、画面のメイン部分にタスクのリストが表示されます。
タスクのリストを表示しない場合、このチェック・ボックスを選択解除します。


	View Log	前提条件チェックの詳細なログ・ファイルを含む別のウィンドウを開く場合、このボタンをクリックします。










A.1.5 Installation Summary

この画面には、インストール対象として選択した機能セットのリストが、インストールの完了後に機能セットによって使用されるおおよそのディスク領域の量とともに表示されます。

[image: inst_summary.gifの説明が続きます]



個々のコンポーネントをクリックすると、そのおおよそのインストール・サイズが表示されます。

「Save Response File」をクリックすると、この構成がレスポンス・ファイルに保存され、後でサイレント・インストールで使用できます。レスポンス・ファイルとサイレント・インストールの詳細は、Oracle Universal Installerを使用したインストールの第2章「サイレント・モードでのOracle Universal Installerの使用」を参照してください。






A.1.6 Installation Progress

この画面には、インストールの進行状況が表示されます。進行状況バーが100%に達したら、インストールは完了です。

[image: inst_progress.gifの説明が続きます]



次の表で、この画面のオプションについて説明します。


	ボタン	説明
	View Messages	掲示板が配置されている画面の下部にインストーラ・メッセージを表示する場合、「View Messages」をクリックします。掲示板に戻すにはボタンを再度クリックします。
	View Successful Tasks	このチェック・ボックスはデフォルトで選択され、タスクが完了すると、画面のメイン部分にタスクのリストが表示されます。
タスクのリストを表示しない場合、このチェック・ボックスを選択解除します。


	View Log	インストーラ・ログを表示する場合、「View Log」をクリックします。ログは別のウィンドウに表示されます。










A.1.7 Installation Complete

この画面は、インストールの最後に表示され、インストールされた製品および機能のサマリーが表示されます。

[image: inst_complete.gifの説明が続きます]









A.2 Oracle GoldenGate Monitor用のリポジトリ作成ユーティリティ(RCU)の画面

この項では、Oracle GoldenGate Monitorサーバーのデータ・リポジトリの作成に使用される画面のサンプル・イメージを示します。次の画面があります。

	
Welcome


	
Create Repository


	
Database Connection Details


	
Select Components


	
Schema Passwords


	
Map Tablespaces


	
Summary


	
Completion Summary




次の例は、Oracle GoldenGate Monitorに適用されるRCU画面の概要で構成されます。これらの画面およびリポジトリの作成全般の詳細は、リポジトリ作成ユーティリティを使用したスキーマの作成、特に、リポジトリ作成ユーティリティの画面の理解に関する項を参照してください。



A.2.1 Welcome

この画面は、製品インストーラの概要を示します。

[image: rcu_welcome.gifの説明が続きます]







A.2.2 Create Repository

この画面を使用して、実行するアクションを選択します。

[image: rcu_create.gifの説明が続きます]







A.2.3 Database Connection Details

この画面を使用して、スキーマを作成または削除するデータベースに対する接続資格証明を指定します。

[image: rcu_conx_details.gifの説明が続きます]







A.2.4 Select Component

この画面を使用して、作成するデータベースのコンポーネントを選択します。実行するデータベースに応じてコンポーネントは異なります。

[image: rcu_sel_comp.gifの説明が続きます]







A.2.5 Schema Passwords

この画面を使用して、主要および補助スキーマ・ユーザーのパスワードを定義します。

[image: rcu_schema_pw.gifの説明が続きます]







A.2.6 Map Tablespaces

この画面には、選択されたコンポーネントの表領域がリストされます。

[image: rcu_map_tspace.gifの説明が続きます]







A.2.7 Summary

この画面では、作成するリポジトリの詳細が要約されます。

[image: rcu_summary.gifの説明が続きます]







A.2.8 Completion Summary

この画面には、このRCU操作で作成されたログ・ファイルの情報が含まれます。特定のログ・ファイルの名前をクリックすると、そのファイルの内容が表示されます。

[image: rcu_complete.gifの説明が続きます]



スキーマの作成中に問題が発生した場合は、ログ・ファイルを使用して問題のトラブルシューティングを行うことが可能です。

作成操作中にエラーが発生した場合、または任意のコンポーネントで作成操作が失敗した場合、このページ上に「Cleanup for failed components」チェック・ボックスがデフォルトで選択された状態で表示されます。このチェック・ボックスを選択すると、RCUにより作成操作中に失敗したコンポーネントに対してクリーンアップ操作が実行されます。選択しない場合、後で失敗したコンポーネントに対して削除操作を実行すると、クリーンアップできます。








A.3 Oracle GoldenGate Monitor用の構成ウィザードの画面

この項では、Oracle GoldenGate Monitorサーバーに対するOracle WebLogic Serverドメインの構成に使用される画面のサンプルを示します。次の画面があります。

	
Configuration Type


	
Templates


	
Administrative Account


	
ドメイン・モードとJDK


	
Database Configuration Type


	
JDBC Component Schema


	
JDBC Component Schema Test


	
Credentials


	
Advanced Configuration


	
Administration Server


	
Managed Servers


	
Clusters


	
Coherence Clusters


	
Machines


	
Configuration Summary


	
Configuration Progress


	
Configuration Success




次の例は、Oracle GoldenGate Monitorに適用される構成ウィザードの画面の概要で構成されます。これらの画面およびドメイン構成全般の詳細は、構成ウィザードを使用したWebLogicドメインの作成を参照してください。



A.3.1 Configuration Type

この画面を使用して、構成ウィザードを使用する目的(新規ドメインの作成または既存のドメインの更新)を定義します。

[image: cw_create_dom.gifの説明が続きます]







A.3.2 Templates

この画面を使用して、選択された製品をサポートするように自動的に構成されたドメインを作成または拡張するか、既存のドメイン・テンプレートまたはアプリケーション・テンプレートに基づいてドメインを作成または拡張するかを選択します。リストに表示された各テンプレートは、製品に必要なドメイン・リソースを構成する単一の製品テンプレート(JARファイル)に関連付けられています。選択したテンプレートに他のテンプレートへの依存情報が含まれている場合は、依存テンプレートが自動的にドメインに選択または追加されます。

[image: cw_template.gifの説明が続きます]







A.3.3 Administrative Account

この画面では、ドメインのデフォルトのWebLogic Administratorアカウントを定義します。このアカウントは、ドメインの管理サーバーの起動および接続に使用されます。

[image: cw_admin_acct.gifの説明が続きます]







A.3.4 Domain Mode and JDK

このセクションを使用して、本番モードまたは開発モードのどちらでOracle GoldenGate Monitorを実行するかを指定します。

[image: cw_dom_mode_jdk.gifの説明が続きます]







A.3.5 Database Configuration Type

この画面を使用して、後続のコンポーネント・スキーマ画面でスキーマ・フィールドへの移入に使用されるスキーマ情報を取得するためにデータベースに接続するための情報を指定します。

[image: cw_db_config_type.gifの説明が続きます]







A.3.6 JDBC Component Schema

この画面を使用して、データベース・ドライバ、スキーマの所有者、パスワードなどのJDBCコンポーネント・スキーマ設定を構成します。

[image: cw_jdbc_comp_schema.gifの説明が続きます]







A.3.7 JDBC Component Schema Test

この画面では、前の画面でデータ・ソースに指定した構成をテストします。次の点に注意してください。

	
データ・ソース用のJDBCドライバJARファイルがクラスパスに含まれていない場合、そのデータ・ソースはテスト用に選択できません。


	
ドメインを更新する場合、元のドメインに存在するすべてのデータ・ソースはデフォルトでは選択されません。デフォルトでは、新しいデータ・ソースのみが選択されてテストされます。




[image: cw_jdbc_test.gifの説明が続きます]







A.3.8 Credentials

この画面を使用して、ドメイン内の各キーの資格証明を指定します。

[image: cw_credentials.gifの説明が続きます]







A.3.9 Advanced Configuration

この画面を使用して、詳細な構成を実行するカテゴリ(存在する場合)を選択します。選択した各カテゴリの適切な構成画面が表示され、詳細な構成を実行できます。この画面で項目を選択しない場合は、「Configuration Summary」画面が次に表示されます。

[image: cw_adv_config.gifの説明が続きます]






	
注意:

この画面に表示されるカテゴリは、ドメインで選択したテンプレートに定義されているリソースによって異なります。












A.3.10 Administration Server

この画面では、管理サーバーの次の設定を構成または変更します。

	
Server


	
Listen address


	
Listen port


	
Enable SSL


	
SSL listen port


	
Server Groups




[image: cw_ad_svr.gifの説明が続きます]







A.3.11 Managed Servers

この画面を使用して、管理対象サーバーを追加または削除したり、そのクローンを作成したり、ユーザーが展開可能なサーバー・グループ(使用可能な場合)を管理対象サーバーに割り当てることができます。既存の管理対象サーバーの設定を変更することもできます。

[image: cw_man_svr.gifの説明が続きます]







A.3.12 Clusters

この画面では、クラスタを追加または削除します。既存のクラスタの「Cluster Name」および「Cluster Address」設定を変更することもできます。

[image: cw_clusters.gifの説明が続きます]







A.3.13 Coherence Clusters

この画面は、WebLogic ServerインストールでCoherenceを含めた場合のみ表示されます。






A.3.14 Machines

この画面では、マシンの追加と削除、および既存マシンの設定の変更を行います。

[image: cw_machines.gifの説明が続きます]







A.3.15 Configuration Summary

この画面を使用して、続行する前にドメイン構成の設定の詳細を確認します。

[image: cw_summary.gifの説明が続きます]







A.3.16 Configuration Progress

この画面では、進行状況バーおよびメッセージ・パネルを使用して、ドメイン構成プロセスの進行状況が示されます。

[image: cw_config_prog.gifの説明が続きます]







A.3.17 Configuration Success

この画面は、ドメインの作成が正常に完了すると表示されます。

[image: cw_success.gifの説明が続きます]
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